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地デジ化への対応はお済みですか？

皆さんは、地デジ化への対応はお済みでしょうか？

「地上アナログ放送」の終了(平成23年（2011年）7月24日)まで、
あと２年を切りました。地上アナログ放送が終了しますと、アナログ
テレビをお使いの方は、そのままではテレビ放送（デジタル放送）を
視聴することができなくなります。

地上デジタル放送を受信する主な方法として、
・地上デジタル放送対応のテレビに買い換える
・地上デジタルチューナーを買い足す

・地上デジタル放送対応済みのケーブルテレビで視聴する

上記のグラフは総務省が平成２１年３月に実施した「地上デジタルテレビ放送に関する浸透度調査
の結果」から地上デジタルテレビ放送対応受信機の世帯普及率を都道府県別に表したデータです。
グラフから分かるように沖縄県の同普及率は37.1%で全国最下位となっております。

※平成２１年５月７日総務省報道資料「地上デジタルテレビ放送に関する浸透度調査の結果」より

（下記ＵＲＬ参照）
http://www.soumu.go.jp/main_sosiki/joho_tsusin/whatsnew/digital-broad/

（地デジコールセンター） 総務省地上デジタルテレビジョン放送受信相談センター
（電 話） ０５７０－０７－０１０１
（受 付 時 間） 平日 ９時～２１時 土日・祝日 ９時～１８時

お問い合わせ先

地上デジタルテレビ放送は、従来のアナログ方式と比べて、より高品質な
（ゴーストや雑音のない）映像と音声を受信することができる新たな放送です。
地上デジタルテレビ放送の主な特徴として、

・デジタルハイビジョンが楽しめる(高画質・高音質)

・1チャンネルを分割して2～3番組の同時放送が可能
・高齢者や障害がある方にやさしいサービスを提供

(字幕放送、解説放送、音声速度の変更など)
・いつでも、ニュースや天気予報などの情報を見ることができる
・クイズやアンケートなど番組への参加が可能になる
・電子番組表で、当日から１週間先までの番組情報を見ることが出来る

など、現代の生活のなかで最も身近な「テレビ」もデジタル化によって、今までにない豊かで便利な新しい

世界を実現します。
県内では、平成18年4月1日から「ＮＨＫ沖縄放送局」、同年12月1日から「ＲＢＣ」「ＯＴＶ」「ＱＡＢ」の民放
各社が放送を開始しており、現在は、放送エリアの拡大を図るため順次中継局の整備を行っています。


